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条
例
や
補
正
予
算
な
ど
１
４
２
件
を
可
決・同
意

第４回
定例会

　
平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
21
日
ま
で
の

18
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案 

１
４
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
計
１
４
２
件
の
議
案
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
議
の
結
果
、
提
出
議
案
等
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た

�

議
案
と
審
議
結
果

育
館
、石
巻
市
河
南
水
辺
の
楽
校
公
園
、石
巻
市
か
も
め
学
園
、石
巻
市
河
南
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
桃
生
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
北
上
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
網
地
島
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
網
地
島

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
総
合
福
祉
会
館
う
し
お
荘
、石
巻
市
総
合
福

祉
会
館
み
な
と
荘
、石
巻
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
寿
楽
荘
、石
巻
市
労
働
会
館
、石

巻
市
牧
山
市
民
の
森
、石
巻
市
河
南
広
渕
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
河
南

鹿
又
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
桃
生
高
須
賀
定
住
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
か
な

ん
有
機
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
桃
生
堆
肥
化
処
理
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
北
上
堆
肥
セ

ン
タ
ー
、石
巻
市
お
し
か
家
族
旅
行
村
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、石
巻
市
観
光
物
産

情
報
セ
ン
タ
ー
ロ
マ
ン
海
遊
21
、石
ノ
森
萬
画
館
、石
巻
市
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・
バ
ウ

テ
ィ
ス
タ
パ
ー
ク
、石
巻
市
営
水
押
住
宅
等
、石
巻
市
小
竹
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
和
渕
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
本
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
し
ら
さ
ぎ
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
青

木
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
曽
波
神
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
雄

勝
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
も
の
う
地
域
福
祉
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
、石
巻
市
雄
勝
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
北
上
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
、石
巻
市
新
田
交
流
会
館
、石
巻
市
沢
田
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
吉
野
老
人

憩
の
家
、石
巻
市
成
田
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
皿
貝
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
後
谷
地

老
人
憩
の
家
、石
巻
市
本
地
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
馬
鞍
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
大

土
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
北
境
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
三
輪
田
中
老
人
憩
の
家
、石

巻
市
荒
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
羽
坂
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
和
渕
老
人
憩
の
家
、石

巻
市
砂
押
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
三
軒
谷
地
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
根
方
老
人
憩

の
家
、石
巻
市
谷
地
中
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
箱
清
水
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
向
永

井
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
拾
貫
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
城
内
老
人
憩
の
家
、石
巻
市

薬
田
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
新
田
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
樫
崎
東
老
人
憩
の
家
、石

巻
市
山
田
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
小
池
老
人
憩
の
家
、石
巻
市
梅
木
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
、石
巻
市
和
渕
山
根
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
俵
庭
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
、石
巻
市
柏
木
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
舘
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
、石
巻

市
河
北
大
谷
地
堆
肥
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
河
北
中
野
林
業
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
河

北
親
林
交
流
館
、石
巻
市
河
南
山
根
中
埣
転
作
推
進
集
落
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
河

南
須
江
中
埣
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
、石
巻
市
桃
生
寺
崎
農
業
担
い
手
セ
ン
タ
ー
、

石
巻
市
桃
生
鳴
神
沼
公
園
、石
巻
市
牡
鹿
製
氷
冷
蔵
庫
）

工
事
委
託
に
関
す
る
年
度
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

（
平
成
26
年
度
に
お
け
る
石
巻
市
公
共
下
水
道（
雨
水
排
水
ポ
ン
プ

場
等
）施
設
の
災
害
復
旧
及
び
復
興
事
業
に
係
る
建
設
工
事
委
託
に

関
す
る
基
本
協
定
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
年
度
実
施
協
定
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

（
石
巻
市
営
原
復
興
住
宅
）、（
石
巻
市
営
鮎
川
寺
前
復
興
住
宅
）

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
釡
大
街
道
地
区
移
転
跡
地
買
取
））

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
河
北
大
川
地
区
移
転
跡
地
買
取
））

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
雄
勝
中
心
部
地
区
移
転
跡
地
買
取（
そ
の
１
）））

（
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
地（
雄
勝
中
心
部
地
区
移
転
跡
地
買
取（
そ
の
２
）））

工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
七
窪
蛇
田
線
橋
梁
下
部
工
新
設
工
事
）

（
魚
町
水
産
加
工
共
同
排
水
処
理
施
設
災
害
復
旧
そ
の
４
工
事
）

予

算
　
︵
原
案
可
決
︶

平
成
27
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
・
第
７
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
土
地
取
得
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
浄
化
槽
整
備
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
市
街
地
開
発
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
・
第
６
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

平
成
27
年
度
石
巻
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

条

例
　
︵
原
案
可
決
︶

石
巻
市
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

石
巻
市
霊
園
条
例

被
用
者
年
金
制
度
の
一
元
化
等
を
図
る
た
め
の
厚
生
年
金
保
険
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

原
子
力
発
電
施
設
等
立
地
地
域
の
振
興
に
関
す
る
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
石
巻
市
固

定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
に
関
す
る
条
例
及
び
石
巻
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別
措

置
に
係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
か
も
め
学
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
牡
鹿
製
氷
冷
蔵
庫
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

石
巻
市
地
区
計
画
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

そ

の

他
　
︵
原
案
可
決
︶

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
石
巻
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
オ
フ
ィ
ス
、石
巻
市
上
釡
ふ
れ
あ
い
広
場
、石
巻
市
総
合
体

（
23
年
災
大
泊
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

（
湊
東
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
地
内
雨
水
管
渠
築
造
工
事
）

（（
仮
称
）門
脇
・
大
街
道
地
区
保
育
所
建
設
工
事
）

（
渡
波
地
区
保
育
所
建
設
工
事
）

（
雄
勝
保
育
所
・
雄
勝
診
療
所
建
設
工
事
）

（
長
渡
漁
港
防
波
堤
改
良（
そ
の
２
）工
事
）

（
石
巻
市
総
合
運
動
公
園
造
成（
そ
の
４
）工
事
）

（
23
年
災
荒
漁
港
災
害
復
旧
ほ
か
整
備
工
事
）

（
23
年
災
十
八
成
浜
漁
港
海
岸
保
全
施
設
災
害
復
旧
ほ
か
整
備
工
事
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更
す
る
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

（
魚
町
水
産
加
工
団
地
汚
水
管（
７
工
区
）布
設
工
事
）

（
産
業
用
地
既
存
施
設
解
体
撤
去
工
事
）

工
事
請
負
契
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

（（
仮
称
）石
巻
市
庁
舎
第
２
駐
車
場
整
備
工
事
）

（
23
年
災
泊
漁
港
ほ
か
１
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

（
23
年
災
牧
ノ
浜
漁
港
ほ
か
３
漁
港
災
害
復
旧
工
事
）

（
屋
敷
浜
猪
落
線
道
路
改
良
工
事
）

（
門
脇
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
そ
の
他
改
修
工
事
）

（
蛇
田
排
水
ポ
ン
プ
場
建
設
そ
の
１
工
事
）

（
石
巻
市
内
陸
型
産
業
用
地
造
成
工
事
）

（
新
渡
波
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成（
そ
の
２
）工
事
）

（
新
渡
波
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成
工
事
）

（
あ
け
ぼ
の
北
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成（
そ
の
２
）工
事
）

（
新
蛇
田
南
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成（
そ
の
２
）工
事
）

（
新
蛇
田
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
宅
地
造
成（
そ
の
３
）工
事
）

（
釣
石
橋
ほ
か
２
橋
橋
梁
災
害
復
旧（
そ
の
１
）工
事
）

工
事
委
託
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
二
子
地
区
排
水
樋
門
新
設
工
事
）

業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

（
石
巻
市
新
蛇
田
南（
Ａ
街
区
）地
区
災
害
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
の
共
同
処
理
す
る
事
務
の
変
更
及
び
石

巻
地
方
広
域
水
道
企
業
団
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
埋
立
に
関
す
る
意
見
に
つ
い
て

字
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て

字
の
区
域
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
・
変
更
に
つ
い
て

人

事
　

副
市
長
を
選
任
す
る
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

委

員

会
　
︵
原
案
可
決
︶

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療
費
一
部
負
担
金
免
除
及
び
介
護
保

険
利
用
者
負
担
の
減
免
を
被
災
市
町
村
の
負
担
に
よ
ら
ず
平
成
28
年

度
継
続
す
る
た
め
の
財
政
措
置
を
求
め
る
意
見
書

笹
野
健
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意

大
國
龍
笙
氏
、
阿
部
慶
吾
氏
、
佐
々
木
慶
一
郎
氏
、
鈴

木
み
ど
り
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
異
議
が
な
い
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第４回定例会で議決した議案の中から
可決された条例の中から

可決された補正予算のおもな中身は

その他の議案から

◆石巻市個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例
○「行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律」に基づき、個人番号の利用

が平成28年1月1日から開始されることに伴い、法の規定により、庁内で特定個人情報を利用する場合や市
長部局と教育委員会といった他機関同士において、特定個人情報を提供する場合など、特定個人情報を庁
内で連携できるようにするために必要となる条例を制定した。

◆工事請負の契約締結について
・七窪蛇田線橋梁下部工新設工事（207,719,640円）
・魚町水産加工共同排水処理施設災害復旧その4工事（355,489,236円）
・23年災大泊漁港災害復旧工事（411,249,960円）
・湊東地区土地区画整理事業地内雨水管渠築造工事（347,004,000円）
・（仮称）門脇・大街道地区保育所建設工事（224,143,200円）
・渡波地区保育所建設工事（260,388,000円）
・雄勝保育所・雄勝診療所建設工事（252,698,400円）
・石巻市総合運動公園造成（その4）工事（1,775,844,000円）

　今回の補正予算は、社会保障・税番号制度のカード交付等に要する経費をはじめ、新市街地における宅地供
給を平成28年度から前倒しするため特別会計からの買戻しなどに要する経費、復興公営住宅の整備に要する経
費のほか、平成28年２月に資源エネルギー庁が東京ステーションホテルなどを会場に開催する「石巻市首都圏
フェア」に併せて実施するオープニングセレモニーの開催や新商品開発に要する経費、人事異動等に伴う人件
費の整理及び石巻地区広域行政事務組合負担金の補正などを措置したもの。
◆総務費では

・マイナンバー制度の導入に伴う通知カード等に係
る窓口業務に対応するための事務機器の購入等に
要する経費

◆民生費では
・私立認可保育所の運営に要する経費

◆衛生費では
・（仮称）石巻第二霊園の案内誘導看板の整備等に

要する経費
◆労働費では

・自宅や仮設住宅においてインターネットなどを利
用して就労を支援するシステムの保守管理に要す
る経費

◆農林水産業費では
・須江地区産業用地に隣接する農業用排水施設の不

良対策に要する経費

◆商工費では
・外国人観光客を誘致するための外国語パンフレッ

トの作成に要する経費
・環境省が旧北上総合支所跡地周辺に計画している

フィールドミュージアム事業のビジターセンター
と一体で整備する観光物産交流施設の設計業務に
要する経費

◆土木費では
・高台への避難路、広場整備に係る実施設計の実施

及び道路、水路用地の購入に要する経費
・半島部造成工事の実施設計及び新市街地の宅地供

給を前倒しするための買戻しに要する経費
◆消防費では

・ＦＭ中継局の改修等のための設計業務に要する経費
◆教育費では

・遊楽館の雨漏り修繕に要する経費
・石巻フットボール場観客席増設のための設計業務

委託に要する経費
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12
月
７
日
の
本
会
議
で
、
条
例
や
補
正
予
算
な
ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、

総
務
企
画
、
環
境
教
育
、
保
健
福
祉
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
で
審
査
さ
れ
た
こ
と
の
中
か
ら
、
い
く
つ
か
の
質
疑
と

答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

各
常
任
委
員
会
で
の
条
例・補
正
予
算
審
査

　
　
　
　
新
た
に
設
置
さ
れ
る
情
報
交
流
館

の
開
館
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

北
上
館
と
牡
鹿
館
に
つ
い
て
は
工

事
発
注
済
み
の
た
め
、
平
成
28
年

３
月
11
日
ま
で
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
い
考
え

で
あ
る
。
な
お
、
雄
勝
館
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
早
く
オ
ー
プ
ン
で
き
る
よ
う
に
契

約
手
続
き
な
ど
を
調
整
し
て
い
る
。

　
　
　
　
公
職
選
挙
法
改
正
に
伴
い
選
挙
権

年
齢
を
18
歳
に
引
き
下
げ
た
場
合

の
有
権
者
数
の
増
加
見
込
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

６
月
の
定
時
登
録
の
際
に
調
査
し

た
結
果
、
約
２
，
７
０
０
人
増
加

す
る
見
通
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
霊
園
の
管
理
料
を
一
括
納
付
で
き

な
い
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

総
務
企
画
委
員
会

石
巻
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
情
報
交
流
館
条

例
の一部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

選
挙
管
理
委
員
会
費
に
つ
い
て

環
境
教
育
委
員
会

石
巻
市
霊
園
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　

最
初
の
使
用
許
可
申
請
の
際
は
、

５
年
分
の
管
理
料
を
一
括
で
納
め

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
、
許
可
を
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
が
、
最
初
の
５
年
を
経
過
し
た
以

降
の
管
理
料
の
納
入
に
つ
い
て
は
、
対
応
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
石
巻
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
観
客
席

を
増
設
す
る
目
的
と
場
所
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
27
年
に
、
当
市
で
行
わ
れ
た

な
で
し
こ
リ
ー
グ
の
試
合
を
今
後

も
開
催
し
て
い
く
た
め
に
は
、
な
で
し
こ

リ
ー
グ
の
規
定
に
よ
り
、
１
，
０
０
０
席
以

上
の
観
客
席
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
の
観
客
席
数
は
、
メ
ー
ン
ス
タ
ン
ド

の
７
０
０
席
で
あ
る
た
め
、
新
た
に
バ
ッ
ク

ス
タ
ン
ド
に
５
０
０
席
を
増
設
す
る
計
画
で

あ
る
。

　
　
　
　

か
も
め
学
園
の
現
在
の
利
用
状
況

と
今
後
の
障
害
児
保
育
の
取
組
に

石
巻
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
場
の
整
備
に
つ
い
て

保
健
福
祉
委
員
会

石
巻
市
か
も
め
学
園
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
26
年
度
で
は
、
児
童
発
達
支

援
事
業
、
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
事
業
、
日
中
一
時
支
援
事
業
及
び
そ
の
他

各
事
業
を
行
い
延
べ
３
，
２
６
２
人
の
利
用

が
あ
っ
た
。
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
は
、
障

害
児
相
談
支
援
事
業
及
び
特
定
相
談
支
援
事

業
も
併
せ
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
　
　
　
寄
磯
診
療
所
の
利
用
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　
　
　

平
成
26
年
度
で
は
、
週
２
日
、
99

日
の
診
療
日
で
、
患
者
数
は
７
９

５
人
で
あ
り
、平
成
27
年
11
月
末
現
在
で
は
、

前
年
度
に
比
べ
、
受
診
患
者
数
が
若
干
増
加

し
て
い
る
。

　
　
　
　
私
立
認
可
保
育
所
運
営
費
の
概
要

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

私
立
認
可
保
育
所
８
カ
所
の
運
営

費
と
し
て
、
人
件
費
、
保
健
衛
生

費
及
び
補
修
費
等
の
管
理
費
、
並
び
に
給
食

食
材
費
、
保
育
材
料
費
等
の
事
業
費
を
委
託

し
て
お
り
、
財
源
内
訳
は
、
国
が
２
分
の
１
、

県
と
市
が
そ
れ
ぞ
れ
４
分
の
１
で
あ
る
。

　
　
　
　
市
内
保
育
所
の
待
機
児
童
数
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　
　

西
部
地
区
38
人
、東
部
地
区
16
人
、

河
北
地
区
１
人
、
河
南
地
区
19
人
、

桃
生
地
区
９
人
の
83
人
で
あ
る
。

石
巻
市
診
療
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

私
立
認
可
保
育
所
運
営
費
に
つい
て

産
業
建
設
委
員
会

石
巻
市
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
条
例
の一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つい
て

　
　
　
　
牡
鹿
売
場
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

半
島
部
の
突
端
に
位
置
し
、
漁
獲

し
て
す
ぐ
に
水
揚
げ
で
き
る
距
離

に
あ
る
た
め
、
比
較
的
小
規
模
な
漁
船
経
営

で
も
収
入
が
得
ら
れ
る
活
魚
に
特
色
の
あ
る

市
場
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
金
華
山

朝
市
等
の
拠
点
と
し
て
利
用
し
た
り
、
鯨
が

水
揚
げ
さ
れ
る
市
場
で
も
あ
る
た
め
、
観
光

面
で
も
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

　
　
　
　
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　
　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た
就
業

支
援
を
目
的
と
す
る
４
つ
の
シ
ス

テ
ム
を
構
築
す
る
も
の
で
、
１
つ
目
は
、
全

国
企
業
と
テ
レ
ワ
ー
ク
を
利
用
す
る
方
を

マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
就
業
支
援
シ
ス
テ
ム
、
２

つ
目
は
、
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
必
要
な
ス

キ
ル
を
習
得
す
る
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
、
３
つ
目
は
、
需
要
の
大
き
い
特
定
業
務

な
ど
に
対
応
す
る
た
め
の
一
括
受
注
等
業
務

用
シ
ス
テ
ム
、
４
つ
目
は
、
利
用
者
が
在
宅

で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
等
を
円
滑
に
行
え
る

よ
う
に
す
る
た
め
の
情
報
基
盤
連
携
シ
ス
テ

ム
で
あ
る
。

　
　
　
　
補
助
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　
　

海
岸
か
ら
12
海
里
以
外
の
海
域
に

お
い
て
漁
業
に
従
事
す
る
５
ト
ン

以
上
か
つ
乗
組
員
５
人
以
上
の
漁
船
に
、
簡

易
型
の
自
動
船
舶
識
別
装
置
Ａ
Ｉ
Ｓ
を
取
り

つ
け
る
費
用
に
対
す
る
補
助
で
あ
る
。

被
災
地
域
就
労
支
援
事
業
に
つい
て

漁
船
乗
組
員
救
急
救
命
推
進
事
業
に
つ
い
て
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議
席

番
号 氏　名 第416号議案　平成27年度

石巻市一般会計補正予算（第７号）
1 黒須　光男 ×
2 奥山　浩幸 〇
3 阿部　利基 〇
4 髙橋　憲悦 〇
5 楯石　光弘 〇
6 安倍　太郎 −
7 阿部　正春 〇
8 遠藤　宏昭 〇
9 大森　秀一 〇
10 木村　忠良 〇
11 櫻田　誠子 〇
12 渡辺　拓朗 〇
13 首藤　博敏 〇
14 山口荘一郎 〇
15 水澤冨士江 〇
17 阿部　正敏 〇
18 近 藤 　 孝 〇
19 阿部　久一 〇
20 丹 野 　 清 〇
21 森山　行輝 〇
22 阿部欽一郎 〇
23 伊藤　啓二 〇
24 千葉　眞良 〇
25 髙橋　栄一 〇
26 青山　久栄 〇
27 庄司　慈明 欠
28 西條　正昭 〇
29 後藤　兼位 〇
30 千田　直人 ○

賛　　　　成 26
反　　　　対 1
欠　　　　席 1

※ ○：賛成、×：反対、欠：欠席
※�安倍太郎議員は議長であるため採決には加わりま

せん。

第４回定例会
起立採決のあった議案に対する各議員の賛否

■『沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、
沖縄米軍基地の整理縮小及び負担軽減を求める意見書
の採択を求める陳情』

（提出者）名護市議会議員� 宮城　安秀

■『最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める政府
に対する意見書採択を求める陳情』

（提出者）宮城県春闘共闘会議代表幹事�　安藤満、鈴木新、村上智志

■『人種差別を扇動するヘイトスピーチを禁止し処罰す
る法律の制定を求める陳情』

（提出者）在日本大韓民国民団宮城県地方本部� 　団長　田炳　　樽

■『平成28年度税制改正に関する提言について』
（提出者）一般社団法人　宮城県法人会連合会� 　会長　菅原　一博
　　　　　公益社団法人　石巻法人会� 会長　松本　　賢

■『南浜地区にスポーツ施設を設置する要望』
（提出者）特定非営利活動法人石巻市体育協会� 　会長　伊藤　和男
　　　　　石巻商工会議所� 　会頭　浅野　　亨

■『石巻商工会議所会館建設にかかる要望』
（提出者）石巻商工会議所� 会頭　浅野　　亨

■『石巻市立病院開設に伴う地元優先発注に関する要望』
（提出者）石巻商工会議所� 会頭　浅野　　亨
　　　　　石巻商工会議所商業部会� 部会長　成澤　英治
これらの陳情は、全議員へ写しを配布しました。

第４回定例会に提出された陳情

■『東日本大震災被災者の医療費一部負担金免除及び介
護保険利用者負担の減免を被災市町村の負担によらず
平成28年度継続するための財政措置を求める請願』

（請願者）宮城県社会保障推進協議会� 会長　刈田　啓史郎
※�この請願は、保健福祉委員会で審査され本会議で採択
されました。

第４回定例会に提出された請願

▲第４回定例会　第416号議案の起立採決の様子
　東日本大震災から５年がたとうとしている。いまだ被災地
においては雇用確保、生活再建が進まない中で、体調不良や
持病悪化などが慢性化している。
　宮城県が平成27年４月に発表した平成26年度の応急仮設住
宅や民間借上住宅等入居者健康調査の結果でも示されている
とおり、後期高齢者の「病気がある人」の割合は85％を超え、
「体調があまり良くない」と「とても悪い」は約30％に達し、
「睡眠障害のある方」は80代女性が21％、病気のある方の2.6％
が治療を中断している。
　被災者は医療費等一部負担金の免除措置及び介護保険利用
者負担の減免措置の継続を強く望んでいる。特に被災者の不
自由な仮設住宅での生活、将来不安などによりいっそうの健
康悪化が心配となっている。
　こうした状況を踏まえて、国・県においては、生活再建に
至らない被災者に対する医療費一部負担金免除及び介護保険
利用者負担の減免措置に対する財政支援を強く要望する。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
（提出先）　‌�内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、財務大臣、

厚生労働大臣、宮城県知事

東日本大震災被災者の医療費一部負担金免除及び介護保
険利用者負担の減免を被災市町村の負担によらず
平成２８年度継続するための財政措置を求める意見書
� （委員会提出議案第３号）
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石巻市議会豆知識

Ｑ　議員バッジは誰からもらうの？
Ａ　市議会選挙で当選確定後に行われる

「当選証書付与式」の際に、石巻市議
会事務局から渡されます。

　　市議会議員バッジの正式名称は、「石
巻市議会議員章」であり、全国共通デ
ザインです。

市政を知るために
議会を傍聴してみませんか？
　本市議会の様子は、議会開会中、どなたで
も傍聴することができます。ぜひ、お気軽に
お越しください。
　車いすや団体での傍聴を希望する場合は、
事前に議会事務局までご連絡ください。
　本会議初日の開会時刻は、原則午後１時、
２日目以降の開議時刻は午前10時となってお
りますが、議会運営上時刻が変更になること
がございます。
　ご不明な点等がございましたら、議会事務
局へお問い合わせください。

第
４
回
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
た

�

議
案
と
審
議
結
果

︵
平
成
27
年
11
月
２
日
開
催
︶

そ

の

他
　
︵
承
認
・
原
案
可
決
︶　

専
決
処
分
の
報
告
並
び
に
そ
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
平
成
27
年
度
石
巻
市
一
般
会
計
補
正
予
算
）

財
産
の
取
得
に
つ
い
て（
給
食
用
配
送
コ
ン
テ
ナ
ー
）

財
産
の
取
得
の
一
部
変
更
に
つ
い
て（
石
巻
市
営
小
島
復
興
住
宅
）

工
事
請
負
の
契
約
締
結
に
つ
い
て

（
渡
波
中
学
校
移
転
新
築
工
事
）

（
災
復
38︲

１
号
北
上
処
理
区
汚
水
管
渠（
１
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

（
災
復
38︲

３
号
北
上
処
理
区
汚
水
管
渠（
３
工
区
）災
害
復
旧
工
事
）

町
の
区
域
を
新
た
に
画
す
る
こ
と
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

市
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て

黒
須
　
光
男
議
員

緊

急

質

問

・
市
が
関
与
す
る
事
業
の
疑
惑
に
つ
い
て

問　
市
長
と
浅
野
会
頭
の
暗
躍
が
さ
さ
や
か
れ
る
、
市
発
注

の
須
江
地
区
等
園
芸
団
地
整
備
20
億
円
の
工
事
に
お
い

て
、
読
売
新
聞
は
「
談
合
の
疑
い
で
公
正
取
引
委
員
会
が

立
ち
入
り
」
と
報
じ
ま
し
た
が
、
こ
の
談
合
の
違
約
金
は

い
く
ら
に
な
る
の
か
。

　
　
ま
た
、
市
街
地
再
開
発
事
業
の
中
央
一
丁
目
14
・
15
番

地
区
も
不
正
が
発
覚
し
、
事
業
計
画
作
成
費
は
、
他
と
比

べ
る
と
６
倍
で
し
た
。
こ
の
作
業
は
、
入
札
前
に
始
ま
っ

て
お
り
、「
事
前
着
工
で
は
な
い
の
か
。」
と
追
及
す
る

と
、
当
局
は
「
覚
書
を
結
ん
で
契
約
前
で
も
業
務
が
で
き

る
」
と
の
答
弁
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
覚
書
は
「
事

前
着
工
」
を
隠
す
た
め
、後
に
作
成
し
た
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
組
合
が
動
産
（
家
具
）
な
ど
の
移
転
費
と
し
て
、 

５
，
１
０
０
万
円
を
銀
行
に
振
り
込
ん
で
い
ま
す
が
、
支

払
先
の
一
人
は
、「
災
害
直
後
に
不
審
者
が
入
り
、
排
便

さ
れ
る
な
ど
、
津
波
で
汚
泥
も
入
り
再
利
用
で
き
る
家
具

は
無
か
っ
た
。」
と
の
こ
と
。
本
当
に
補
償
対
象
と
な
る

家
具
が
存
在
す
る
と
い
う
な
ら
当
然
証
拠
と
な
る
写
真
が

あ
る
は
ず
で
す
が
、
担
当
課
長
、
課
長
補
佐
に
聞
い
た
と

こ
ろ
「
組
合
側
に
再
三
写
真
の
提
出
を
求
め
て
い
る
が
、

い
ま
だ
提
出
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
復
興
事
業
部
の
共

通
の
認
識
だ
。」
と
証
言
し
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
仙

台
市
の
石
井
市
長
時
代
の
市
街
地
再
開
発
ビ
ル「
ア
エ
ル
」

も
失
敗
で
し
た
が
、
石
巻
市
と
同
様
に
こ
の
コ
ン
サ
ル
も

㈱
都
市
デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
こ
と
を
市
当
局
は
、
認
識
し

て
い
ま
す
か
。

答　

指
摘
さ
れ
る
園
芸
団
地
整
備
事
業
の
談
合
の
違
約
金

は
、４
・５
億
円
と
な
る
。
動
産
（
家
具
）
の
写
真
は
あ
っ

た
か
ど
う
か
は
、
組
合
側
が
「
あ
っ
た
。」
と
言
う
の
で

信
用
し
て
い
る
。
仙
台
市
建
設
の
「
ア
エ
ル
」
も
㈱
都
市

デ
ザ
イ
ン
で
あ
っ
た
。
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一般質問通告一覧
（※議員名の前についている番号は質問順序です）

議員20人が登壇

市政を問う!

一 般 質 問 　第４回定例会の一般質問は、１２月 
１５日から１８日までの４日間行われま
した。今回は２０人の議員が市政全般に
わたり市当局の見解をただしました。そ
の中から、いくつかの質問と答弁の要旨
を紹介します。
　 なお、このコーナーは、質問を行った
議員自らが市当局の答弁に基づき、記事
の編集を行っています。

一般質問

①黒須　光男
１　亀山市政の許されない問題点について
２　中央一丁目１４・１５番地区市街地再開発事業にお

ける疑惑について

②遠藤　宏昭
１　本市主催の１泊２日温泉婚活について
２　プレハブ仮設住宅の集約時期について
３　不正な利得のはく奪は実現されたのかについて

③千田　直人
１　「石巻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」について

④奥山　浩幸
１　復興に取り組む総合支所について
２　障害者就労施設支援について
３　学校給食センターについて

⑤大森　秀一
１　いしのまき復興マラソン大会について
２　下水道の復旧状況について
３　震災遺構について
４　桃生地区の諸課題について

⑥森山　行輝
１　南浜地区の振興について
２　石巻市の霊園について

⑦阿部　正春
１　震災の伝承について
２　仮設住宅の集約と公営住宅の整備について

⑧山口荘一郎
１　防災意識の定着について
２　行政計画の功罪について

⑨髙橋　栄一
１　高齢者が生き生きと安心して暮らせる社会の実現に

向けた市の取り組みについて

⑩千葉　眞良
１　東日本大震災における在宅被災者について
２　石巻市総合運動公園（防災公園）整備事業（第三工区）

について
３　湊東地区区画整理事業について
４　人事課題について

⑪丹野　　清
１　復興への道程について
２　介護保険法改正に伴う地域支援事業の充実について
３　渡波地区の復興事業について

⑫水澤冨士江
１　被災者の生活再建と住まいの再建について
２　中心部の諸課題について

⑬後藤　兼位
１　復旧・復興加速の課題と行財政運営について

⑭楯石　光弘
１　乳幼児期からの保育・教育支援について
２　第１回 いしのまき復興マラソンについて

⑮西條　正昭
１　新駅・あゆみ野駅開業と共に、稲井・渡波・女川駅

までの乗り入れについて
２　甚大な被害を受けた半島部（沿岸部）の復旧・復興

について

⑯櫻田　誠子
１　防災について
２　子ども議会について

⑰阿部　正敏
１　石巻市水産加工業の復興状況について
２　石巻市水産加工再生支援事業（補助率８分の７）に

ついて

⑱阿部　久一
１　まち・ひと・しごと創生総合戦略について
２　雄勝地区の諸課題について

⑲阿部　利基
１　婚活事業について
２　市役所の対応について
３　市長の責任と震災遺構アンケートについて
４　復興公営団地の将来の利活用について
５　まち・ひと・しごと創生総合戦略について

⑳髙橋　憲悦
１　「明るさが見えない」「元気が出ない」
　　失われつつある石巻市政を、「市民が主役」の市政に

取り戻すために
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一般質問

千
田
　
直
人
議
員

遠
藤
　
宏
昭
議
員

黒
須
　
光
男
議
員

・
市
政
運
営
と
市
民
感
覚
が
乖
離
し
て
い
な
い
か

要
望　
初
め
て
の
取
り
組
み
で
あ
る
本
市
主
催
の
「
１
泊
２

日
温
泉
婚
活
イ
ベ
ン
ト
」
に
つ
い
て
、
市
内
外
・
県
内
外

か
ら
や
っ
て
来
る
女
性
参
加
者
に
対
し
、
石
巻
市
の
食
べ

物
や
景
色
を
堪
能
し
て
も
ら
い
、
良
い
出
会
い
が
あ
る
よ

う
に
望
み
ま
す
。
そ
こ
で
市
長
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
成
功
に

向
け
て
、
初
日
の
全
体
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
顔
を
出

し
、
激
励
し
て
ほ
し
い
。

問　
「
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
住
宅
」
の
集
約
時
期
に
つ
い
て
、「
蛇

田
支
所
と
蛇
田
公
民
館
の
複
合
施
設
」
の
建
設
予
定
地
に

あ
る
仮
設
住
宅
団
地
の
取
扱
い
は
、
ど
の
よ
う
に
お
考
え

か
。
仮
設
入
居
者
の
苦
し
み
・
大
変
さ
は
理
解
し
て
い
ま

す
。
同
じ
石
巻
市
民
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
蛇
田
地
区

住
民
は
我
慢
し
て
き
た
の
で
す
。
市
長
の
決
断
に
よ
り
、

は
っ
き
り
と
し
た
完
成
時
期
を
示
し
て
ほ
し
い
。

答　

仮
設
入
居
率
が
30
％
を
下
回
る
見
込
み
の
団
地
か
ら
集

約
を
進
め
た
い
。
蛇
田
地
区
は
重
要
視
し
て
い
る
。

問　
が
れ
き
処
理
詐
欺
事
件
に
よ
り
、
本
市
が
被
っ
た
損
害

金
の
回
収
に
つ
い
て
、
建
設
会
社
社
長
の
破
産
手
続
き
が

開
始
さ
れ
た
と
あ
る

が
、
財
産
調
査
お
よ
び

確
保
は
し
っ
か
り
と
行

な
わ
れ
て
い
る
の
か
。

不
正
な
利
得
の
は
く
奪

に
向
け
て
、
市
長
は
ど

う
対
応
さ
れ
る
の
か
。

答　

詐
欺
事
件
に
憤
り

を
感
じ
て
い
る
の
で
、

回
収
に
努
め
る
。

▲老朽化した蛇田支所

・
亀
山
市
政
の
許
さ
れ
な
い
問
題

問　
須
江
地
区
等
の
農
業
施
設
ハ
ウ
ス
建
設
は
、約
20
億
円
、

市
長
と
浅
野
会
頭
の
関
与
が
指
摘
さ
れ
、
談
合
疑
惑
が
も

た
れ
て
、
公
正
取
引
委
員
会
が
聞
き
取
り
に
来
た
の
か
。

市
魚
市
場
は
鹿
島
建
設
が
１
９
２
億
円
で
受
注
、
建
設
組

織
の
な
い
㈱
宮
城
ヤ
ン
マ
ー
が
下
請
け
に
入
り
、
さ
ら
に

ピ
ン
ハ
ネ
し
て
２
次
下
請
け
に
丸
投
げ
し
て
い
る
が
㈱
宮

城
ヤ
ン
マ
ー
へ
の
額
は
い
く
ら
な
の
か
。
ま
た
、
市
長
か

ら
の
天
の
声
は
あ
っ
た
の
か
。
市
立
病
院
建
設
の
予
算
は

１
３
７
億
円
で
あ
り
、
15
億
円
水
増
し
し
て
い
る
と
内
部

告
発
が
あ
る
。
ま
た
、テ
レ
ビ
電
波
障
害
対
策
費
１
億
５
，

０
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
調
べ
る
と
障
害
は

な
い
。
架
空
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
街
中
の
生
鮮
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
13
億
７
，
０
０
０
万
円
で
、
市
で
建
設
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
た
が
、
赤
字
と
な
る
声
が
多
く
、
民
間
に

任
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
市
当
局
は
赤
字
補
て
ん
は
し
な

い
と
確
約
す
べ
き
だ
。

答　

農
業
施
設
ハ
ウ
ス
入
札
談
合
問
題
で
、
11
月
５
日
、
公

正
取
引
委
員
会
が
調
査
に
来
て
い
る
。
魚
市
場
建
設
で
の

㈱
宮
城
ヤ
ン
マ
ー
の
下
請
け
金
額
は
、
15
億
５
，
０
０
０

万
円
で
あ
る
。
市
立
病
院
建
設
に
伴
う
テ
レ
ビ
の
電
波
障

害
が
あ
る
か
ど
う
か
、
現
在
調
査
中
で
あ
る
。
生
鮮
マ
ー

ケ
ッ
ト
運
営
の
赤
字
の
補
て
ん
は
な
い
。

・
97
条
補
て
ん
へ
の
家
具
等
の
移
転
補
償
の
正
当
性

問　
浅
野
ビ
ル
建
設
に
よ
る
家
具
等
の
補
償
に
、
５
，
１
０

０
万
円
が
振
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
津
波
が
高
く
、
家
具

の
存
在
は
疑
問
で
あ
る
。
復
興
事
業
部
長
は
、「
写
真
は

担
当
職
員
が
確
認
し
て
い
る
。」
と
話
し
、
担
当
の
課
長

は
「
写
真
は
な
い
。
こ
れ
は
部
内
の
共
通
認
識
だ
。」
と

話
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
が
本
当
な
の
か
。

答　
「
当
時
の
写
真
は
な
い
。」

意
見　

証
拠
と
な
る
「
写
真
が
な
い
。」
は
詐
欺
で
告
発
で

き
る
。
こ
れ
は
市
の
組
織
的
犯
罪
で
あ
り
、
市
長
の
暴
走

を
阻
止
で
き
な
い
議
員
は
「
半
減
さ
せ
る
べ
き
。」
が
市

民
の
声
と
な
っ
て
い
る
。

・「
石
巻
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に
つ
い
て

問　
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
で
「
将
来
人
口
（
２
０
６
０
年
）
10
万

人
を
維
持
」
と
示
し
た
根
拠
を
伺
う
。

答　

人
口
問
題
研
究
所
の
推
計
で
、
２
０
６
０
年
本
市
人
口

７
万
７
，
０
０
０
人
と
推
計
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
上
昇

さ
せ
、
転
出
超
過
を
増
減
ゼ
ロ
に
下
げ
幅
を
抑
え
る
。

問　
創
生
事
業
施
策
の
進
捗
状
況
把
握
と
目
標
管
理
方
法
に

つ
い
て
伺
う
。

答　

庁
内
に
「
創
生
推
進
本
部
」
を
設
置
し
、
部
局
横
断
的

な
検
証
を
行
う
。
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ(

継
続
的
改
善)

に
基
づ
い
た

検
証
や
国
の
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
に
よ
り
分
析
を
行
い
、
適
切

に
管
理
し
て
い
く
。

問　
本
市
周
辺
自
治
体
と
の
連
携
や
調
整
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

本
市
と
東
松
島
市
、
女
川
町
は
、
非
常
に
密
接
な
関
係

に
あ
り
、
定
住
自
立
圏
を
中
心
と
し
た
連
携
を
推
進
し
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
圏
域
全
体
の
発
展
に
つ

な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
創
生
事
業
目
標
に
向
け
た
予
算
総
額
と
確
保
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

総
合
計
画
及
び
復
興
実
施
計
画
事
業
は
２
６
０
事
業
、

一
般
財
源
対
応
は
困
難
で
あ
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
創
設

予
定
で
あ
る
国
の
新
型
交
付
金
を
活
用
し
た
い
、
先
駆
性

の
あ
る
事
業
を
行
い
財
源
確
保
を
図
り
た
い
。
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一般質問

奥
山
　
浩
幸
議
員

大
森
　
秀
一
議
員

森
山
　
行
輝
議
員

・
い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
つ
い
て

問　
い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
大
会
を
終
え
課
題
が
見
え

て
き
た
、
そ
の
問
題
と
対
応
に
つ
い
て

答　

平
成
28
年
の
秋
の
開
催
に
向
け
、
市
民
総
参
加
や
ト
ッ

プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
招
聘
等
、
関
係
機
関
と
協
議
を
進
め
観

光
と
一
体
化
し
た
大
会
に
し
て
い
く
。

・
下
水
道
の
復
旧
状
況
に
つ
い
て

問　
鹿
又
地
区
の
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

答　

鹿
又
地
区
は
農
業
集
落
排
水
事
業
か
ら
公
共
下
水
道
事

業
へ
の
切
替
を
行
う
こ
と
と
し
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
着

手
で
き
る
よ
う
詳
細
設
計
中
。
工
事
期
間
を
２
年
程
度
と

考
え
て
い
る
。

・
桃
生
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
植
立
山
公
園
松
く
い
虫
被
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

答　

石
巻
地
区
森
林
組
合
と
契
約
し
年
度
内
撤
去
処
理
す

る
。

問　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
及
び
桃
武
館
の
修
繕

に
つ
い
て

答　

両
施
設
は
大
規
模
な
修
繕
を
要
す
る
た
め
、
市
総
合
計

画
実
施
計
画
に
盛
り
込
み
、
平
成
28
年
度
事
業
で
実
施
す

る
。

問　
地
域
自
治
シ
ス
テ
ム
（
夢
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
桃
生
）
へ
の

事
務
員
の
配
置
と
予
算
の
配
分
に
つ
い
て

答　

実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

・
障
害
者
就
労
施
設
支
援
に
つ
い
て

問　
公
機
関
が
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
す
る
際
、
障
害
者

就
労
施
設
か
ら
優
先
的
・
積
極
的
に
購
入
す
る
こ
と
を
推

進
す
る
た
め
に
制
定
さ
れ
た「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
て
約
三
年
と
な
る
が
調
達
実
績
を
見
て
も
全

庁
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
。
当
市
と
し
て
障

害
者
就
労
施
設
に
対
す
る
調
達
方
針
を
定
め
て
い
る
が
、

障
害
福
祉
課
以
外
の
部
門
で
の
意
識
は
高
く
な
く
、
全
庁

的
に
促
進
を
促
す
取
り
組
み
を
し
て
頂
き
た
い
。

　
　
こ
の
法
律
は
、
平
均
賃
金
を
上
げ
る
た
め
の
支
援
を
す

る
も
の
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
障
害
の
あ
る
方
々
が
働
く

こ
と
を
実
感
し
、
地
域
で
経
済
的
に
自
立
し
た
生
活
を
し

て
い
く
に
は
、
工
賃
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
今
回

制
定
さ
れ
た
「
障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
」
に
よ
り
、
障

害
者
の
就
労
機
会
の
増
加
と
自
立
促
進
が
一
層
図
ら
れ
て

い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
行
政
が
率
先
し
て
障
害

者
就
労
施
設
等
か
ら
物
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
調
達
し
、
民
間

事
業
者
の
模
範
と
な
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
厚
生
労
働
省
の
方
針
で
は
、
随
意
契
約
の
活
用
な
ど
も

提
唱
さ
れ
て
い
る
が
、
物
品
の
調
達
や
役
務
に
つ
い
て
、

今
後
当
市
の
特
例
的
な
随
意
契
約
が
可
能
と
な
る
関
係
規

則
の
改
定
を
行
い
、
優

先
調
達
方
針
に
新
た
に

定
め
る
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

答　

随
意
契
約
を
行
う

に
は
、
規
則
の
改
正

が
必
要
で
あ
る
。
今

後
関
係
課
と
協
議
し

早
急
に
進
め
て
行
く
。

市
と
し
て
取
り
組
め

る
役
務
に
つ
い
て
、

今
後
庁
内
で
検
討
し

て
行
く
。

▲障害者の皆さんの作業風景（住吉広場）

・
南
浜
地
区
の
振
興
に
つ
い
て

問　

南
浜
地
区
の
計
画
に
つ
い
て
、
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
復
興
五
輪
、
石
巻
市
を
聖
火
の
出
発
地
と
す
れ

ば
世
界
中
の
海
外
メ
デ
ィ
ア
が
広
く
こ
の
被
災
地
の
復
興

を
成
し
遂
げ
つ
つ
あ
る
姿
を
世
界
に
発
信
す
る
こ
と
に
な

る
。
現
状
で
の
作
業
状
況
に
つ
い
て
お
示
し
い
た
だ
き
た

い
。

答　

聖
火
リ
レ
ー
の
石
巻
市
誘
致
に
つ
い
て
は
今
後
も
運
動

を
継
続
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
現
在
の
作
業
状
況
に
つ

い
て
は
、
市
民
か
ら
の
意
見
等
も
踏
ま
え
、
国
・
県
・
市

と
も
に
今
年
度
末
ま
で
に
基
本
設
計
、
来
年
度
に
実
施
設

計
を
行
う
予
定
。

問　
震
災
伝
承
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。
旧
門
脇

小
学
校
に
つ
い
て
は
、
解
体
し
、
桜
坂
高
校
の
グ
ラ
ン
ド

と
し
て
活
用
し
、
サ
ッ
カ
ー
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
強
化

に
役
立
て
る
事
が
最
良
と
思
う
が
。

答　

現
在
、
旧
門
脇
小
、
旧
大
川
小
に
つ
い
て
震
災
遺
構
と

し
て
保
存
す
る
場
合
の
検
討
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
聞
き
、
今
年

度
中
に
判
断
し
た
い
。

問　
石
巻
第
二
霊
園
に
つ
い
て
、
整
備
状
況
、
管
理
料
、
民

間
委
託
の
考
え
方
を
伺
い
た
い
。

答　

工
事
は
予
定
通
り
で
あ
り
管
理
料
は
年
、
３
千
６
０
０

万
円
と
設
定
、
民
間
委
託
は
検
討
課
題
で
あ
る
。



10

一般質問

髙
橋
　
栄
一
議
員

山
口
荘
一
郎
議
員

阿
部
　
正
春
議
員

・「
防
災
意
識
の
定
着
に
つ
い
て
」

問　
地
域
防
災
連
絡
会
の
円
滑
な
運
用
、
自
主
防
災
組
織
の

好
事
例
の
水
平
展
開
で
自
主
防
災
の
質
を
高
め
る
べ
き
。

ま
た
、
市
職
員
は
訓
練
日
に
わ
ざ
わ
ざ
休
日
出
勤
し
て
参

加
者
を
数
え
る
だ
け
だ
が
、職
員
こ
そ
初
動
訓
練
を
行
い
、

実
践
力
を
高
め
る
べ
き
。

答　

市
職
員
が
会
議
内
で
防
災
知
識
を
発
揮
で
き
る
よ
う
研

さ
ん
し
、「
自
主
防
災
だ
よ
り
」
で
、
好
事
例
を
水
平
展

開
し
て
い
く
。
ま
た
、
防
災
訓
練
に
併
せ
て
職
員
の
出
動

訓
練
な
ど
を
行
う
よ
う
検
討
す
る
。

問　

自
主
防
災
組
織
の
備
蓄
物
資
購
入
補
助
制
度
に
つ
い

て
、
５
年
に
一
度
で
は
な
く
予
算
額
を
減
少
さ
せ
て
も
毎

年
更
新
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
。。

答　

そ
の
と
お
り
検
討
す
る
。

・「
行
政
計
画
の
功
罪
に
つ
い
て
」

問　
行
政
計
画
が
国
庫
補
助
金
獲
得
の
た
め
の
無
機
質
な
事

業
一
覧
表
と
な
っ
て
い
る
。
市
民
へ
将
来
を
示
す
こ
と
こ

そ
重
要
で
は
な
い
か
。
鹿
対
策
、
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど

は
全
く
本
気
度
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

答　

事
業
を
行
う
に
は
財
源
確
保
が
重
要
で
あ
る
が
、
ま
ち

づ
く
り
へ
の
考
え
が
中
心
で
あ
る
。鹿
対
策
に
つ
い
て
は
、

県
の
新
人
ハ
ン
タ
ー
養
成
講
座
と
連
携
し
、
ジ
ビ
エ
に
つ

い
て
は
処
理
施
設
を
作
る
よ
う
検
討
中
。

　
　

生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
顧
客
の
顔
を
見
れ
る
関
係
づ
く

り
、
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
計
画
が
重
要
で
あ

り
、
決
し
て
建
物
、
規
模
あ
り
き
で
行
う
も
の
で
は
な
い
。

・
震
災
の
伝
承
に
つ
い
て

問　
震
災
遺
構
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
各
地
区
の
要

望
と
異
な
っ
た
結
果
に
な
っ
た
が
、
こ
の
結
果
を
ど
の
よ

う
に
お
考
え
か
伺
う
。

答　

保
存
と
解
体
と
い
う
意
見
が
非
常
に
拮
抗
し
て
お
り
、

今
後
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
み
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の

経
緯
、
経
過
を
踏
ま
え
つ
つ
、
地
元
住
民
の
方
々
と
の
話

し
合
い
等
を
通
じ
て
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

問　
市
長
は
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
予
想
ど
お
り
と
言
え
る
と

発
言
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
よ
う
な
根
拠
が
あ
っ
た
の
か
。

ま
た
、
門
脇
小
、
大
川
小
の
卒
業
生
と
の
意
見
交
換
会
も

開
催
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
が
そ
の
真
意
を
伺
う
。

答　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
見
て
も
意
見
が
分
か
れ
て
い
た
こ
と
か

ら
、
今
回
も
同
様
の
結
果
に
な
っ
た
と
認
識
し
た
次
第
で

あ
る
。
震
災
の
教
訓
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、
次
世
代

を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
意
見
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
考
え

か
ら
で
あ
る
。

・
仮
設
住
宅
の
集
約
と
公
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て

問　
公
営
住
宅
４
，
５
０
０
戸
の
供
給
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
成
27
年
度
末
ま
で
２
，４
５
２
戸
、
平
成
28
年
度
で
３
，

７
４
２
戸
、
平
成
29
年
度
末
で
４
，０
１
１
戸
と
な
って
い
る
。

ま
た
、
土
地
の
確
保
も
で
き
て
い
な
い
６
０
０
戸
の
整
備
の

う
ち
約
１
０
０
戸
に
つ
い
て
は
、
民
間
の
賃
貸
住
宅
を
活
用

す
る
既
存
借
り
上
げ
型
復
興
公
営
住
宅
と
し
て
年
度
内
に

募
集
し
来
年
度
の
入
居
予
定
、
５
０
０
戸
に
つ
い
て
は
買
取

型
復
興
公
営
住
宅
制
度
に
よ
り
整
備
を
し
、
平
成
29
年
度

の
完
成
を
目
指
す
。

問　

仮
設
住
宅
の
集
約
に
つ
い
て
は
入
居
率
30
％
以
下
と

言
っ
て
い
ら
れ
な
い
所
も
あ
る
。
緊
急
性
の
高
い
と
こ
ろ

か
ら
早
急
に
集
約
し
て
は
い
か
が
か
。

答　

現
在
、
仮
設
住
宅
の
集
約
に
関
す
る
方
針
を
盛
り
込
ん

だ
被
災
者
自
立
再
建
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
良
く
精
査
を
し
て
必
要
な
と
こ
ろ
か
ら
集
約

を
進
め
て
行
き
た
い
。

・
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
つ
い
て

問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
と
そ
の
課
題
に
つ
い

て
。

答　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実
現
に
は
、
市
民
の
積
極

的
な
社
会
参
加
が
求
め
ら
れ
る
。

　
　

ま
た
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
の
柱
の
一
つ

と
な
る
「
医
療
・
介
護
連
携
に
」
お
い
て
は
、人
材
の
確
保
・

育
成
の
た
め
、
地
域
医
療
福
祉
セ
ミ
ナ
ー
を
継
続
し
、
医

学
生
を
含
む
各
種
専
門
職
に
石
巻
市
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
と
共
に
、
新
た
に
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
や
、
看

護
人
材
の
長
期
的
獲
得
に
向
け
た
中
高
生
を
対
象
と
し
た

進
路
啓
発
等
の
事
業
を
実
施
し
て
い
く
。

問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
と
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
対
す

る
市
の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答　

高
齢
者
の
方
々
の
健
康
保
持
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、
閉

じ
こ
も
り
を
防
止
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
外
出
し
て
交

流
の
機
会
を
持
ち
、「
運
動
」
や
「
お
し
ゃ
べ
り
」
を
す

る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
生
か
し
た「
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
」

が
、地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
推
進
力
で
あ
り
、

さ
ら
に
、
主
体
的
な
活
動
が
盛
ん
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
高
齢
者
の
生
き

が
い
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と

考
え
て
い
る
。
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千
葉
　
眞
良
議
員

丹
野
　
　
清
議
員

水
澤
冨
士
江
議
員

・
復
興
へ
の
道み

ち

程の
り

に
つ
い
て

問　
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
は
、
35
団
地
で
３
６
１
区
画

が
完
成
し
、
今
年
度
中
に
47
団
地
、
４
７
０
区
画
が
完
成

す
る
見
込
み
で
あ
る
。

・
介
護
保
険
法
改
正
に
伴
う
地
域
支
援
事
業
の

充
実
に
つ
い
て

問　
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

認
知
症
の
初
期
の
段
階
で
、
本
人
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
」
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
予
防
や
早
期
診
断
・
早
期
対
応
の
た
め
「
認
知
症

に
関
す
る
講
演
会
」
を
開
催
し
て
い
る
。

・
渡
波
地
区
の
復
興
事
業
に
つ
い
て

問　
区
画
整
理
事
業
の
進
捗
状
況
と
、
避
難
道
路
渡
波
稲
井

線
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

宅
地
造
成
工
事
の
進
捗
率
は
、新
渡
波
地
区
で
約
81
％
、

新
渡
波
西
地
区
で
約
77
％
で
あ
る
。
渡
波
稲
井
線
は
、
延

長
３
，
５
０
０
ｍ
、
代
表
幅
員
15
ｍ
の
復
興
交
付
金
に
よ

る
事
業
で
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
な
ど
重
要
構
造
物
が
多
い

区
間
と
な
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
な
ど
の
関
係
機
関
と
協
議

を
重
ね
な
が
ら
現
在
詳
細
設
計
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
国

道
か
ら
新
渡
波
西
ま
で
の
延
長
５
６
０
ｍ
の
区
間
は
、
用

地
交
渉
に
着
手
し
て
い
る
。

・
石
巻
市
総
合
運
動
公
園（
防
災
公
園
）整
備
事

業（
第
三
工
区
）に
つ
い
て

問　
完
成
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

平
成
28
年
度
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
、
平
成
29
年
度
か

ら
平
成
30
年
度
ま
で
は
、
こ
ど
も
広
場
等
の
整
備
や
国
道

３
９
８
号
バ
イ
パ
ス
を
ま
た
ぐ
連
絡
歩
道
整
備
を
行
い
、

平
成
31
年
３
月
完
成
を
目
指
す
。

問　
「
防
災
機
能
」
と
「
運
動
公
園
機
能
」
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。

答　
「
防
災
機
能
」
は
、
物
資
等
集
積
・
輸
送
ゾ
ー
ン
と
避

難
ゾ
ー
ン
と
し
て
整
備
す
る
。

　
　

物
資
等
集
積
・
輸
送
ゾ
ー
ン
は
、
避
難
生
活
、
救
護
・

復
旧
活
動
に
必
要
な
物
資
等
の
集
積
・
輸
送
を
行
い
、
緊

急
輸
送
用
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
整
備
す
る
。
避
難
ゾ
ー
ン
は
、

住
民
の
一
時
避
難
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
す
る
。

　
　
「
運
動
公
園
機
能
」
は
、
駐
車
場
の
ほ
か
、
サ
ッ
カ
ー

及
び
ラ
グ
ビ
ー
用
と
し
て
人
工
芝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
２

面
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
３
面
、
多
目
的
広
場
、
児
童
を
対

象
と
し
た
こ
ど
も
広
場
、
幼
児
を
対
象
と
し
た
遊
具
広
場

を
整
備
す
る
。

・
湊
東
地
区
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

問　
仮
換
地
の
状
況
と
見
通
し
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　

現
時
点
で
の
仮
換
地
指
定
率
は
90
％
と
な
っ
て
い
る
。

残
る
権
利
者
へ
も
引
き
続
き
丁
寧
に
説
明
し
、
今
年
度
中

に
了
解
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
る
。

問　
湊
交
番
は
湊
に
設
置
さ
れ
る
の
か
。

答　

湊
地
区
の
安
全
安
心
の
た
め
湊
交
番
は
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
。
石
巻
警
察
署
か
ら
設
置
を
認
め
て
も
ら
い
、

今
後
候
補
地
の
選
定
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
の
意
見
も
聞

き
検
討
す
る
。

・
被
災
者
の
生
活
再
建
と
住
ま
い
の
再
建
に
つ

い
て

問　
被
災
者
の
医
療
・
介
護
の
負
担
免
除
を
来
年
度
も
継
続

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

国
が
全
額
負
担
し
な
い
中
、
市
独
自
負
担
が
２
割
で
あ

る
。
復
興
住
宅
建
設
等
に
時
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、
被

災
し
た
方
々
の
生
活
再
建
を
支
え
る
健
康
維
持
が
重
要

で
、
何
と
か
継
続
で
き
な
い
か
、
国
・
県
に
財
源
措
置
の

要
望
を
し
て
い
る
。

問　

12
月
１
日
現
在
、
プ
レ
ハ
ブ
仮
設
に
４
，
３
９
７
世

帯
９
，
３
０
８
人
、
み
な
し
仮
設
に
３
，
０
０
６
世
帯 

７
，
０
０
２
人
、
合
計
７
，
４
０
３
世
帯
１
６
，
３
１
０

人
の
方
が
暮
ら
し
、
安
定
し
た
住
ま
い
を
取
り
戻
せ
て
い

な
い
。
再
建
方
法
が
決
ま
ら
な
い
、
先
が
見
え
な
い
人
も

多
く
い
る
。
そ
の
方
た
ち
を
ど
う
す
る
の
か
。
最
大
の
被

災
地
石
巻
の
対
応
が
問
わ
れ
る
。

答　

仮
設
居
住
者
１
，
１
０
０
世
帯
が
再
建
方
法
未
決
定
。

復
興
住
宅
の
事
前
登
録
対
象
外
と
思
わ
れ
る
世
帯
が
８
７

５
世
帯
。
相
談
支
援
、
低
所
得
世
帯
の
住
ま
い
の
確
保
な

ど
福
祉
的
な
施
策
の
検
討
も
必
要
と
考
え
る
。

問　
復
興
住
宅
入
居
対
象
外
の
方
向
け
に
、
市
営
住
宅
が
必

要
だ
が
不
足
し
て
い
る
。
民
間
借
り
上
げ
市
営
住
宅
、
み

な
し
市
営
住
宅
の
実
現
で
家
賃
補
助
を
す
べ
き
。

答　

家
賃
補
助
も
実
施
す
る
方
向
で
検
討
す
る
。
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一般質問

西
條
　
正
昭
議
員

楯
石
　
光
弘
議
員

後
藤
　
兼
位
議
員

　
近
年
の
不
登
校
問
題
な
ど
か
ら
考
え
る
と
「
人
格
の
完
成

を
目
指
し
・
・
心
身
と
も
に
健
康
な
国
民
の
育
成
」
と
い
う

教
育
の
目
的
か
ら
は
程
遠
い
感
が
あ
る
。「
三
つ
子
の
魂
百

ま
で
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
乳
幼
児
期
の
脳
を
取
り
巻
く
環

境
が
そ
の
後
の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
事
が
解
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
母
親
と
の
愛
着
形
成
と
朝

は
明
る
く
夜
は
暗
く
と
い
う
当
た
り
前
の
基
本
的
な
生
活
習

慣
を
身
に
着
け
さ
せ
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
乳
幼
児
を
連
れ

て
、
夜
10
時
頃
イ
オ
ン
で
買
い
物
を
す
る
こ
と
は
脳
に
と
っ

て
は
自
殺
行
為
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

・
乳
幼
児
期
か
ら
の
保
育
・
教
育
の
支
援
に
つ
い
て

問　
乳
幼
児
期
を
い
か
に
考
え
、
そ
の
支
援
策
は

答　

人
間
形
成
の
基
礎
を
つ
く
る
極
め
て
重
要
な
時
期
と
認

識
し
、
親
教
育
等
各
種
家
庭
教
育
支
援
を
行
う
。

問　
大
切
な
意
義
と
役
割
を
担
っ
て
い
る
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
預
か
り
時
間
の
延
長
と
、
待
遇・環
境
改
善
の
た
め
、

負
担
金
の
見
直
し
を
提
案
し
た
い
。

答　

新
設
対
応
し
て
い
る
が
間
に
合
わ
な
い
。
預
か
り
時
間

延
長
と
負
担
金
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
。

・
第
一
回
い
し
の
ま
き
復
興
マ
ラ
ソ
ン
に
つ
い
て

問　
大
震
災
を
乗
り
越
え
５
年
ぶ
り
に
盛
大
に
開
催
で
き
た

こ
と
は
評
価
し
た
い
が
参
加
ラ
ン
ナ
ー
か
ら
は
応
援
の
他

は
不
評
で
あ
っ
た
。
大
い
な
る
改
善
を
。

答　

反
省
点
を
し
っ
か
り
踏
ま
え
改
善
を
図
り
た
い
。

・
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
推
進
に
つ
い
て

問　
石
巻
駅
周
辺
地
区
復
興
拠
点
整
備
事
業
及
び
関
連
事
業

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

地
区
内
道
路
の
工
事
と
歩
行
者
デ
ッ
キ
の
基
礎
工
事
は

本
年
度
内
に
発
注
予
定
で
、
防
災
セ
ン
タ
ー
、
さ
さ
え
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
は
平
成
28
年
度
後
半
の
着
手
を

目
指
す
。

問　
小
川
町
踏
切
か
ら
駅
南
側
ま
で
の
南
北
間
道
路
の
整
備

を
急
ぐ
べ
き
だ
。

答　

詳
細
設
計
の
進
捗
に
伴
い
、
平
成
28
年
度
の
社
会
整
備

総
合
交
付
金
事
業
に
申
請
し
て
い
る
。

問　
石
巻
駅
の
南
北
を
結
ぶ
「
自
由
通
路
」
を
Ｊ
Ｒ
石
巻
駅

と
一
体
で
早
急
に
事
業
推
進
す
べ
き
だ
。

答　

現
在
小
川
町
踏
切
拡
幅
を
Ｊ
Ｒ
と
協
議
中
で
、
平
成
28

年
度
前
半
の
協
定
を
進
め
た
い
。
そ
の
方
向
性
が
見
え
た

段
階
で
「
自
由
通
路
」
の
整
備
を
協
議
し
た
い
。

問　
市
道
と
国
道
３
９
８
号
の
交
差
点
で
あ
る
三
角
茶
屋
交

差
点
改
良
に
つ
い
て
、
宮
城
県
と
の
協
議
の
結
果
は
。

答　

国
道
３
９
８
号
は
県
管
理
の
道
路
で
あ
り
県
と
協
議
を

重
ね
て
き
た
結
果
、
道
路
改
良
に
つ
い
て
は
県
で
事
業
を

実
施
す
る
方
向
で
進
め
て
い
る
。

問　
復
興
公
営
住
宅
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

11
月
末
時
点
に
お
け
る
完
成
戸
数
は
１
，
６
６
７
戸
、

進
捗
率
は
約
37
％
で
、
被
災
者
に
安
心
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
今
後
も
早
期
供
給
に
努
め
る
。

・
か
わ
ま
ち
交
流
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
観
光
交
流
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

民
設
民
営
の
「
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
年

内
に
運
営
会
社
が
設
立
さ
れ
、
市
の
出
資
割
合
は
民
間
の

自
主
的
な
調
達
を
支
援
す
る
立
場
で
設
定
す
る
。
資
本
金

は
１
，
０
０
０
万
円
で
、
補
助
金
が
確
定
し
た
段
階
で
３
，

０
０
０
万
円
程
度
に
増
資
す
る
。

・
新
駅
・
あ
ゆ
み
野
駅
開
業
と
共
に
、稲
井
・
渡

波
・
女
川
駅
ま
で
の
乗
り
入
れ
に
つ
い
て

問　
発
展
的
な
復
興
を
果
た
す
に
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ト
車
を
女
川
ま
で
延
伸
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
。
石
巻
駅
の
改
修
と
と
も
に
、
稲
井
・
渡
波
駅
ホ
ー
ム

を
改
修
し
、
女
川
駅
ま
で
乗
換
え
な
し
で
運
行
す
べ
き
で

あ
る
と
思
う
が
、
伺
う
。

答　

仙
石
線
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
を
通
じ
て
継
続
し
て
要

望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
か
ら
は
、
石
巻
駅
構
内
や

陸
前
稲
井
駅
及
び
渡
波
駅
ホ
ー
ム
等
の
改
修
工
事
が
必
要

で
あ
る
が
、
乗
り
入
れ
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検
討
中

で
あ
る
旨
の
回
答
が
あ
っ
た
。

・
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
半
島
部（
沿
岸
部
）の
復
旧
復
興
に
つい
て

問　
防
災
集
団
移
転
地
の
整
備
状
況
及
び
取
付
け
道
路
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

事
業
全
体
と
し
て
、
46
地
区
67
団
地
の
整
備
を
進
め
て

い
る
。
今
年
度
末
に
は
36
地
区
47
団
地
が
完
成
予
定
。
平

成
28
年
度
に
15
団
地
、
平
成
29
年
度
に
は
、
河
北
団
地
を

含
む
５
団
地
が
、
完
成
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
取
付
け
道

路
に
つ
い
て
は
、
造
成
す
る
団
地
の
規
模
や
周
辺
の
地
形

を
検
討
し
、
整
備
し
て
い
る
。

問　
漁
集
事
業
と
低
平
地
事
業
等
、
増
額
し
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
事
業
が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
伺
う
。

答　

清
水
・
奥
村
共
同
企
業
体
と
施
工
Ｃ
Ｍ
Ｒ
に
お
い
て
、

詳
細
設
計
が
完
了
し
た
集
落
か
ら
専
門
業
者
へ
発
注
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
防
潮
堤
・
県
道
・
水
道
施
設
等

の
施
工
調
整
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
平
成
28
年
度
中

の
完
成
を
目
指
す
。

問　
半
島
部
の
震
災
復
興
を
地
方
創
生
の
中
で
今
後
ど
の
よ

う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

答　

行
政
・
福
祉
・
教
育
・
観
光
交
流
等
の
様
々
な
機
能
を

集
約
し
た
拠
点
を
整
備
す
る
。
さ
ら
に
、
拠
点
地
区
と
各

集
落
の
間
で
市
民
バ
ス
等
に
よ
る
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
と
、
次
世
代
型
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

よ
る
、
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
等
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
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一般質問

櫻
田
　
誠
子
議
員

阿
部
　
正
敏
議
員

阿
部
　
久
一
議
員

・
石
巻
市
水
産
復
興
状
況
に
つ
い
て

問　
水
産
加
工
品
生
産
量
の
現
状
に
つ
い
て
。

答　

震
災
前
の
平
成
21
年
10
万
８
，
６
９
４
ト
ン
に
対
し
24

年
４
万
８
，
０
６
４
ト
ン
、
25
年
５
万
４
，
１
９
６
ト
ン
、

26
年
６
万
５
，
３
１
０
ト
ン
と
回
復
が
続
い
て
い
る
。

問　
加
工
団
地
に
お
け
る
操
業
状
況
。

答　

水
産
加
工
団
地
に
お
け
る
操
業
状
況
に
つ
い
て
は
、
新

規
も
含
め
て
60
社
で
あ
り
震
災
前
84
社
に
対
し
７
割
。
一

方
、
渡
波
地
区
も
含
め
て
全
体
的
に
生
産
量
が
上
が
っ
て

い
る
の
で
、
加
工
原
料
の
安
定
供
給
が
課
題
。

問　
行
政
に
お
け
る
漁
船
誘
致
活
動
に
つ
い
て
。

答　

石
巻
漁
港
へ
の
新
規
の
入
港
が
期
待
さ
れ
る
漁
船
の
会

社
に
、
私
（
市
長
）
が
直
接
伺
っ
て
本
市
へ
の
水
揚
げ
を

依
頼
す
る
。
年
明
け
に
静
岡
県
内
の
複
数
の
船
会
社
を
訪

問
予
定
。

・
石
巻
市
水
産
加
工
再
生
支
援
事
業（
補
助
率

８
分
の
７
）に
つ
い
て

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

答　

公
募
期
間
を
一
か
月
、
年
明
け
に
説
明
会
を
経
て
本
年

度
中
に
公
募
を
行
う
予
定

問　
財
源
に
つ
い
て
。

答　

東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
と
震
災
復
興
特
別
交
付
金

で
事
業
費
約
40
億
円
（
税
抜
き
）。

問　
水
産
庁
か
ら
の
要
綱
に
対
す
る
縛
り
は
あ
る
の
か
。

答　

基
本
的
に
は
市
が
必
要
と
す
る
事
項
を
策
定
す
る
が
加

工
原
料
に
2
分
の
1
以
上
を
被
災
地
か
ら
供
給
す
る
。
詳

細
に
つ
い
て
は
水
産
庁
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
策
定
す

る
。

・
防
災
に
つ
い
て

問　
総
合
防
災
訓
練
の
参
加
率
向
上
対
策
に
つ
い
て
。

答　

参
加
率
は
８
％
台
と
低
迷
し
て
お
り
、
今
後
は
災
害
想

定
を
地
域
ご
と
に
見
直
す
ほ
か
、
小
・
中
学
校
に
対
し
て

意
見
交
換
の
場
を
設
け
、
学
校
や
地
域
の
実
情
を
考
慮
し

現
実
に
則
し
た
訓
練
を
行
っ
て
い
く
。

問　
自
主
防
災
組
織
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

組
織
の
立
ち
上
げ
団
体
２
２
０
。
町
内
会
や
行
政
区
数

の
65
％
で
あ
る
訓
練
実
施
組
織
63
団
体
。
自
主
防
災
だ
よ

り
で
広
報
活
動
し
実
態
調
査
把
握
し
防
災
士
や
女
性
防
災

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
行
い
地
域
活
動
の
支
援
を
行
う
。

問　

消
防
団
員
定
数
削
減
後
も
団
員
数
は
不
足
し
て
い
る
。

報
酬
の
見
直
し
等
含
め
さ
ら
に
処
遇
改
善
が
必
要
で
は
。

答　

機
能
別
消
防
団
の
あ
り
方
も
検
討
。
地
域
で
消
防
団
を

支
え
る
「
み
や
ぎ
消
防
応
援
事
業
」
の
実
施
の
た
め
１
店

舗
で
も
多
く
加
盟
店
の
開
拓
を
進
め
て
い
く
。
出
初
式
は

消
防
団
活
動
を
市
民
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
機
会
。
消
防

団
と
協
議
し
会
場
の
確
保
、
警
察
と
調
整
し
市
内
行
進
で

き
る
よ
う
に
努
力
す
る
。

問　
防
災
ラ
ジ
オ
を
購
入
し
た
が
聞
こ
え
な
い
と
苦
情
が
あ

る
。
難
聴
地
区
解
消
へ
最
大
限
努
力
す
べ
き
。

答　

来
年
の
冬
ま
で
に
難
聴
地
区
を
解
消
し
た
い
が
、
解
消

さ
れ
な
い
時
は
個
別
対
応
等
し
難
聴
解
消
す
る
。

・
子
ど
も
議
会
に
つ
い
て

問　
子
ど
も
権
利
条
約
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
石
巻
で
開
催
さ
れ
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
復
興
へ
向
け
子
ど
も
の
意
見

を
聞
く
た
め
に
も
子
ど
も
議
会
開
催
を
。

答　

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
重
要
で
あ

り
、
早
期
の
子
ど
も
議
会
開
催
の
た
め
努
力
す
る
。

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
観
光
交
流
施
設
の
計
画
変
更
の
経
緯
に
つ
い
て
。

答　

生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
核
に
、
周
辺
環
境
整
備
と
合
わ
せ

て
、
第
二
種
市
街
地
再
開
発
事
業
化
を
目
指
し
た
。
し
か

し
、資
材
高
騰
等
に
よ
り
、市
の
単
独
負
担
と
、生
鮮
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
担
う
民
間
サ
イ
ド
の
初
期
投
資
負
担
が
厳
し
く

な
る
恐
れ
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
主
な
事
業
手
法
を
土
地

区
画
事
業
に
変
更
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
公
共
施
設
を
分
棟

化
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
民
設
民
営
と
し
た
。

・
雄
勝
地
区
の
諸
課
題
に
つ
い
て

問　
下
雄
勝
か
ら
味
噌
作　
船
戸
地
区
も
か
さ
上
げ
す
べ
き

と
思
う
が
。

答　

雄
勝
地
域
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
等
と
一
緒
に
、
利
用
計

画
を
ま
と
め
て
中
間
報
告
を
し
て
い
る
。
今
後
の
課
題
と

し
て
、
検
討
し
た
い
。

問　

県
道
釡
谷
雄
勝
・
荒
大
須
間
の
道
路
整
備
の
遅
れ
は
、

荒
浜
大
須
漁
港
の
震
災
復
興
事
業
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
て

い
る
。
救
急
車
も
通
れ
ず
、
人
命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で

早
期
復
旧
の
県
の
確
約
を
得
ら
れ
た
い
。

答　

県
の
応
急
措
置
に
よ
り
片
側
交
互
通
行
が
可
能
に
な
っ

て
い
る
。
平
成
28
年
４
月
以
降
復
旧
工
事
に
着
手
す
る
と

聞
い
て
い
る
。
女
川
原
発
の
避
難
道
路
で
も
あ
る
の
で
早

急
な
復
興
を
要
望
し
た
い
。
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一般質問

髙
橋
　
憲
悦
議
員

阿
部
　
利
基
議
員

・「
明
る
さ
が
見
え
な
い
」「
元
気
が
出
な
い
」。

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
市
政
を
、「
市
民
が
主
役
」の

市
政
に
取
り
戻
す
た
め
に

問　
①
震
災
伝
承
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
、
市
民
の
意

見
聴
取
、
把
握
、
政
策
決
定
の
手
法
と
判
断
基
準
に
つ

い
て
。
特
に
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
費
用
は
８
０

０
万
円
、
回
答
者
１
人
当
た
り
６
千
円
超
の
多
額
な
費

用
で
あ
る
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
頼
る
前
に
議
会
等
の
意

見
を
聴
く
べ
き
だ
と
思
う
が
。

②
誰
も
が
警
鐘
を
鳴
ら
す
「
生
鮮
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
建
設
の

理
由
と
運
営
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

③
現
在
の
行
政
課
題
に
対
す
る
対
応
に
つ
い
て
。

④
３
か
年
で
総
額
約
61
億
円
の
収
支
不
足
額
が
生
じ
る
こ

と
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
①
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
要
し
た
８
０
０
万
円
は
、
当
然
な

金
額
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
政
策
決
定
は
最
終
的

に
、
時
間
的
な
制
約
が
あ
る
が
庁
議
で
議
論
を
重
ね
判

断
す
る
。

②
年
間
１
０
０
万
人
の
来
場
者
を
予
定
し
て
お
り
、
必
要

不
可
欠
な
事
業
で
あ
る
。

③
ガ
レ
キ
処
理
で
だ
ま
し
取
ら
れ
た
公
金
の
返
還
の
た
め

に
平
成
28
年
１
月
20
日
に
第
１
回
債
権
者
集
会
が
開
か

れ
る
。

④
財
政
状
況
は
、
楽
観
を
許
さ
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

・
婚
活
事
業
に
つ
い
て

問　
来
年
以
降
の
継
続
と
計
画
に
つ
い
て
お
答
え
い
た
だ
き
た
い
。

答　

継
続
し
、
門
戸
を
広
く
募
集
し
た
い
。

・
市
役
所
の
対
応
に
つ
い
て

問　
外
部
応
援
の
職
員
が
窓
口
に
い
る
こ
と
で
、
地
名
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
聞
く
が
改
善
で
き
な
い
か
。

答　

人
員
の
問
題
で
難
し
い
。

提 

案　

市
民
か
ら
す
る
と
役
所
窓
口
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
印

象
が
強
い
。
定
住
促
進
に
も
、
親
し
み
や
す
い
役
所
づ
く

り
を
提
案
し
た
い
。

・
市
長
の
責
任
と
震
災
遺
構
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つい
て

問　
今
回
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
８
０
０
万
円
の
委
託
料
で

あ
り
、
市
長
の
判
断
基
準
に
ど
れ
だ
け
影
響
を
与
え
る
の

か
あ
い
ま
い
な
も
の
で
あ
る
。
あ
と
は
判
断
と
決
断
だ
け

の
は
ず
だ
が
、
市
長
の
責
任
は
ど
う
か
。

答　

慎
重
に
判
断
し
平
成
28
年
３
月
ま
で
に
結
論
を
出
し
た
い
。

意
見　
あ
る
意
味
二
者
択一の
選
択
肢
の
中
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
す
る
意
義
が
見
い
だ
せ
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
に
震
災
の
背

景
が
あ
る
以
上
、
リ
ー
ダ
ー
が
判
断
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

・
復
興
公
営
団
地
の
将
来
の
利
活
用
に
つ
い
て

問　
適
正
数
で
建
設
し
な
け
れ
ば
、
将
来
の
民
業
圧
迫
、
あ

る
い
は
市
へ
の
負
債
と
な
り
か
ね
な
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。
無
計
画
に
建
築
し
て
は
、
人
口
減
少
社
会
と
も
言
わ

れ
る
中
で
維
持
費
だ
け
が
か
か
る
。
し
っ
か
り
と
計
画
す

る
必
要
が
あ
る
。

答　

民
と
の
連
携
を
模
索
し
計
画
を
立
て
て
対
応
し
た
い
。

・
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
首
都
圏
か
ら
定
住
者
を
引
っ
張
る
の
が
上
位
法
の
根
本

で
あ
る
。
こ
の
戦
略
で
い
い
の
か
。
議
会
と
の
協
議
も
市

長
の
約
束
と
違
い
、
し
っ
か
り
と
し
た
議
論
が
出
来
た
と

は
言
い
が
た
い
。

答　

今
回
は
こ
れ
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

大崎市へ見舞金を贈呈しました

　平成２７年１１月１２日、「平成２７年９
月関東・東北豪雨」により、甚大な被害を
受けた大崎市に対し、市議会議員会から見
舞金を贈呈しました。
　東日本大震災以降、大崎市からは本市へ
職員の派遣をはじめ、様々な御支援をいた
だいております。甚大な被害となった大崎
市民に対し、心よりお見舞いを申し上げま
す。

▲大崎市へ見舞金を贈呈（大崎市議会応接室にて）
写真左から佐藤和好大崎市議会副議長、佐藤清隆大崎
市議会議長、安倍太郎石巻市議会議長、青山久栄石巻
市議会副議長
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　平成27年11月26日（木）市内４か所の会場において、平成27年度第１回議会報告会を開催しま
した。
　５回目の開催となった今回は、４会場合わせて64人の市民の皆様の参加がありました。報告
会では、議会だより45号に基づいて第３回定例会の報告をした後、貴重なご意見や要望などを
いただきました。

各会場での詳しい内容は、ホームページで見ることができます。
次回の議会報告会は開催が決まり次第、チラシやホームページでお知らせします。

【議会報告会実績】
開催日時 場　　所 参加者数

平成27年11月27日（木）
午後2時～3時30分

渡波公民館 26人
桃生公民館 10人
にっこりサンパーク  7人
清優館 21人

アンケート回答数：５５人
○男女比　　男性４６人　女性　９人
○年齢比　　２０代　　　　　　１人
　　　　　　３０代　　　　　　１人
　　　　　　４０代　　　　　　６人
　　　　　　５０代　　　　　　９人
　　　　　　６０代　　　　　１４人
　　　　　　７０代以上　　　２４人

　【議会報告会で出された主な意見、提言、要望及び回答】
●�石巻消防署渡波出張所の移転跡地に渡波交番を設置してほしいがいかがか。
　‌�⇒�石巻消防署渡波出張所跡地の活用については、現段階で白紙だが、交番を建てる場合、土地は

市有地だが、建物は県が建設することになるので、区長会からもその要望活動を行って欲しい。
●植立山の松枯れの対策について。航空防除のほうが効果があるのでは。
　⇒平成２６年に８６本、２７年に１３６本伐採した。現在樹幹注入の予算を要望している。
●‌�北上に開設する「情報交流館」や環境省が整備する「フィールドミュージアム」は、どのような

施設で、どれくらい費用がかかるのか。
　‌�⇒�「情報交流館」は、市が5,000万円を投じて震災の記録と情報を伝えたり、北上地区の案内を

行う施設である。「フィールドミュージアム」は、新北上大橋のたもとにあった「水辺プラザ」
のようなものと理解していただきたい。

●‌�稲井の裏沢田地区にあるゴミ焼却炉が廃炉となって現在まで長い間放置しているが、その解体に
ついて伺う。

　‌�⇒�本年第２回定例会で、総合計画の実施計画に盛り込み、合併特例債を活用して近年中に解体す
るとのことであり、安心願いたい。

渡波公民館での報告会の様子

にっこりサンパークでの報告会の様子

桃生公民館での報告会の様子

清優館での報告会の様子

議会報告会を開催しました!!
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環境教育委員会
【実施日】
平成27年10月19日～21日

【視察地及び視察項目】
●佐賀市 『「バイオマス産業都市さが」について』
　　　　 『家庭ごみの有料化について』
●宗像市 『小中一貫教育について』

　佐賀市では、ごみ焼却施設や下水処理場といった既存施
設を活用し、廃棄物処理の副成物の二酸化炭素や汚泥をバ
イオマス資源とし、発電や植物の育成に有効利用する事業
研究を進め、さらに企業誘致や雇用創出を図ろうとしてい
た。
　また、家庭ごみの有料化は、平成８年３月から始まり、
ごみ排出の減量につながった。しかし、有料化から５年を
経過した頃には住民に慣れが生じ、一時的に増加に転じる
リバウンド効果が見られた。現在は、微減から横ばいの状
態で推移している。
　本市においても、ごみの減量化および分別後の資源物の
有効利用を推進しているが、今回の視察により、ごみ問題
に特効薬はない事を再認識した。今後もごみステーション
を確保し、各町内会との協議・連携を深めながら、ごみの
減量化に向けて地道に取り組んでほしいものである。
　宗像市では、児童生徒が進級するごとに増加する学力低
下や、不登校生徒が急激に増える中１ギャップ対策のため、
平成18年度から小中一貫教育を推進し、４・３・２制の導
入や小中学校間交流を行ってきた。さらに先生方の間では
指導方法に一貫性を保つため、１年生（小学１年）から９
年生（中学３年）まで学習規律（学習の準備、姿勢、聞き
方、話し方を内容は同じまま発達段階に応じた言葉で指導
する。）の徹底を図ったり、小中学校の先生が互いに授業
を見せ合い、指導方法の共通理解や改善を協議し、授業改
善を行うことで、多くの子どもたちの姿に学習意欲の高ま
りを見てとれるようになり、不登校児童生徒も減少した。
　本市においても小中連携教育をより進化させ、地域性を
踏まえた小中一貫教育の検討を切に望むものである。

▲�佐賀市の二酸化炭素分離回収試験設備にて担当者より
説明を受ける

産業建設委員会
【実施日】
平成27年10月19日～21日

【視察地及び視察項目】
●岡山県倉敷市 『倉敷市の創業支援施策について』
●福岡県北九州市 『北九州水素タウン構想における産
業振興について』

　倉敷市では、起業者を対象とした支援策として、レンタ
ルオフィスや融資制度、アドバイザーの設置など様々な事
業を実施している。平成23年７月には、商工会議所、商工
会等、市内８カ所に創業について気軽に相談できる窓口「く
らしき創業サポートセンター」を設置し、専門の相談員が
創業に関する相談に対応している。また、インキュベーショ
ン（起業支援）施設と連携し、金融機関へ相談員等を依頼
し、起業塾やセミナー、相談会、交流会等を開催している。
　本市においては、東日本大震災により多くの産業が壊滅
的な被害を受けており、産業の復旧・復興は重要課題でも
あり、今後、各施設等の復旧に伴い関連する産業の拡大も
期待できることから、大いに参考になった。
　北九州市では、「北九州水素タウン構想」を掲げており、
水素を燃料とする自動車等の実証走行や建物における発
電・給湯用の純水素型燃料電池の運転実証などを行ってい
る。同市は、水素燃料電池自動車１台を導入し、水素ス
テーションで水素を充てんして走行し、安全性の確保や充
てん方法を確立するためのデータ蓄積を行っている。この
水素ステーションは工場からの副生水素を利用しているも
ので、北九州市が日本で初めてであり、世界でも珍しい例
である。
また、市街地へパイプラインを布設し、一般住宅や商業施
設、公共施設等へ水素を供給しており、純水素燃料電池を
設置することにより、高いエネルギー効率で電力供給等を
行っている。今後、各産業への利用拡大も期待されており、
コミュニティレベルで実証している例は世界でも初めてで
ある。
　本市においても、復興における産業振興の推進が必要不
可欠であり、事業推進に大いに参考になった。

▲�北九州市の九州ヒューマンメディア創造センターにて
担当者より説明を受ける

常任委員会行政視察レポート
各常任委員会が行なった行政視察についての概要を紹介します。
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保健福祉委員会 【実施日】
平成27年10月20日～23日

【視察地及び視察項目】
●神奈川県横須賀市 『生涯現役プロジェクトについて』
●神奈川県横浜市 『生活困窮者自立促進支援モデル事
業について』
●千葉県習志野市 『習志野版ネウボラについて』

　横須賀市では、人と人がつながり絆を感じられる地域コ
ミュニティを形成し、誰もが生涯を通じて健康で活躍でき
る生涯現役社会の実現を目指し、当該事業を市の実施計画
の最重点施策に位置づけ、全庁的に取り組んでいる。
　本市においても、高齢化傾向の進展は今後も続いていく
ことが予想されることから、大いに参考になった。
　横浜市は、生活困窮者が困窮状態から早期に脱却できる
よう、包括的かつ継続的な相談支援等を実施しており、地
域における自立・就労支援等の体制を構築する当該事業へ
の取組は、厚生労働省のモデル事業実施自治体として紹介
されている。本市においても、生活保護受給世帯は増加傾
向にあり今後も続いていくことが予想されることから、大
いに参考になった。
　習志野市では、昭和48年度から、母子保健の最初の関わ
りとなる「妊娠届出」時に必ず保健師が妊婦やパートナー
と面接し、全ての出生児の節目の時期に、地区担当保健師
が発育・発達・養育面を把握し、妊娠中から就学時まで切
れ目ない母子健康支援事業に取り組んでおり、全国的にも
先進地である。本市においては、出生数及び人口に占める
15歳未満の割合が減少し少子化が進んでいることから、習
志野市の本事業への取組は、本市の事業推進に大いに参考
になった。

総務企画委員会 【実施日】
平成27年10月19日～21日

【視察地及び視察項目】
●鹿児島県鹿児島市 『鹿児島市コミュニティビジョン
について』
●宮崎県宮崎市 『行財政改革と公共施設経営について』

　鹿児島市での地域コミュニティは、約800の町内会のほ
か、校区公民館運営審議会、校区社会福祉協議会及び衛生

▲横浜市役所にて担当者より説明を受ける

組織連合会などのさまざまな地域コミュニティ組織によ
り、支えられているが、近年の少子高齢化や核家族化、都
市化や高度情報化の進展に伴い、市民のライフスタイルや
価値観は変わりつつある。
　地域のことは地域で解決するというコミュニティ意識の
希薄化により、この活動によって育まれてきた地域のきず
なが弱体化傾向にある。
　この現状を打開するために、自助・共助・公助を基本と
して「市民との協働のまちづくり」に取り組む必要がある
ことから、本ビジョンを策定し、市民と行政が一体となっ
て協働し、地域コミュニティの将来像やその実現に向けた
取り組みの基本的な方向性を示す指針としている。
　本市においても、震災の影響で地域コミュニティが崩壊
した地域もあり、既存自治組織の復旧や新たな組織づくり
が課題となっている。
　その中で、市民と行政がパートナーシップを発揮できる
仕組みづくりとして、地域協働を核とした地域自治システ
ムの構築に取り組んでいることから、事業の推進に大いに
参考となるものであった。
　宮崎市では、厳しい経済状況が続く中、安定的な財源確
保が期待できない状況であり、かつ、社会保障関係費の増
加や市民ニーズの多様化など、今後ますます厳しい財政運
営が予測されていることから、３つの基本的な視点（①効
率的で信頼される行政運営の確立、②健全財政の確立、③
市民の視点に立った行政サービスの確立）に基づき、時代
の変化やそのスピードに柔軟に対応できる行財政システム
への変革に取り組んでいる。
　さらに、施設の更新や維持管理に多額の財政負担が想定
されることから、公共施設を抜本的に見直す必要があると
して、宮崎市公共施設経営基本方針に基づき、施設評価や
指定管理料の審査、市民アンケートによる合意形成を実施
し、将来世代に重荷を背負わせない公共施設経営を目指し
ている。
　本市においても、行財政運営プランを策定し、行財政運
営に関する見直しや効率化等に資する取り組みを実施して
おり、行財政運営の基盤づくりに取り組んでいる。
　今後想定される平成28年度からの地方交付税の段階的縮
減を踏まえ、将来の行財政運営に支障を生じさせないため
にも、大いに参考となるものであった。

▲鹿児島市役所にて担当者より説明を受ける
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宮城県市議会議長会議員研修会

社会科見学（議会の傍聴）

　平成27年11月11日、本市を会場に宮城県市議会議長会議員研修会が開催されました。明治
大学公共政策大学院講師の廣瀬和彦氏を講師に招き「議会改革の検証と活用手法について」
をテーマに県内11市の市議会議員等192名が出席し、熱心に講話を聴講しました。

　平成27年12月16日、17日に小学６年生が社会科見学で、石巻市議会第４回定例会の一般質
問を傍聴しました。
　16日には石巻小学校６年生73人、17日には山下小学校６年生31人が「市議会の働き」や「市
議会のしくみ」を学習するため、メモをとるなどして熱心に質問や答弁を聞いていました。
　また、貞山小学校「かしの木学級」、「わかば学級」のみなさんは、11月27日に市役所など
の訪問学習で、議場も見学しました。モニターに議席での姿が映し出され、驚いた様子でした。

▲貞山小学校　かしの木学級・わかば学級のみなさん

▲▼石巻小学校６年生のみなさん ▲山下小学校６年生のみなさん

▲熱心に聴講する各議員▲あいさつをする安倍太郎議長
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議会の動き
11月
２日	 議会運営委員会
	 第４回臨時会
	 全員協議会
４日	 ニュー石巻行政視察（～7日）
	 滋賀県長浜市議会行政視察来石
	 東北市議会議長会理事会（仙台市）
５日	 江合・鳴瀬・吉田川水系改修促進期成同

盟会要望
６日　国道398号改良整備促進期成同盟会要望
	 県道北上津山線整備促進期成同盟会要望
	 三陸縦貫自動車道の整備促進と道路予算

の確保に関する要望
	 石巻・新庄地域高規格道路建設促進期成

同盟会地方要望
９日	 総務企画委員会
	 環境教育委員会
	 産業建設委員会
11日	 宮城県市議会議長会議員研修会
12日	 大崎市議会訪問（見舞金贈呈）
13日	 保健福祉委員会
16日	 全国市議会議長会特定第三種漁港協議会

役員会・臨時総会（東京都）
	 創生会行政視察（～18日）
	 公明会行政視察（～19日）
	 和歌山県海南市議会行政視察来石
17日	 石巻復興の会行政視察（～20日）
	 静岡県静岡市議会行政視察来石
	 新潟県上越市議会行政視察来石
18日	 大分県市議会議長会行政視察来石
19日	 高知県高知市議会行政視察来石
20日	 北海道旭川市議会行政視察来石
	 兵庫県姫路市議会行政視察来石
	 愛知県安城市議会議長等来訪
24日	 関東・東北豪雨災害に関する宮城県市議

会議長会緊急要望
25日	 仙台市議会議長等来訪
26日	 議会報告会（市内４会場）
30日	 まちづくり促進特別委員会
	 女川町議会議長等来訪

12月
1日	 議会運営委員会
4日	 議場コンサート
	 第４回定例会開会（提案理由説明）
	 全員協議会
	 各常任委員会
7日	 本会議（条例案、予算案等審議）
9日	 総務企画委員会
	 環境教育委員会
10日　保健福祉委員会
	 産業建設委員会
11日	 議会運営委員会
15日	 本会議（一般質問）
16日	 本会議（一般質問）
17日	 本会議（一般質問）
18日	 本会議（一般質問）
21日	 本会議（委員長報告、追加議案審議、閉会）

１月
８日	 石巻専修大学と圏域首長・議長懇談会
	 宮城県市議会議長会事務局長会議
12日	 兵庫県神戸市会議長等来訪
13日	 議会運営委員会
	 広報広聴委員会
	 埼玉県川越市議会行政視察来訪
14日	 石巻市議会議員研修会
15日	 全員協議会
	 ２市１町特別職・管理職員等研修会
18日	 石巻復興の会行政視察（～20日）
19日	 ニュー石巻行政視察（～21日）
20日	 岩手県北上市議会行政視察来石
26日	 宮崎県日南市議会行政視察来石
	 石巻圏域県議と石巻市の行政懇談会
	 宮城県市議会議長会春季定期総会
28日	 宮城県議会大震災復興調査特別委員会県

内調査

市議会ホームページ

議会録画映像の視聴
　定例会の一般質問や臨時会の緊急質問の様子の録画映像を公開しています。
視聴は、上記リンクよりご覧ください。

http://www.city.ishinomaki.lg.jp/d0100/index.html

http://www.gikai-city-ishinomaki.jp/

　石巻市のホームページ内に開設しています。議会に関する様々な情報を掲載しています。
　議会の日程や「いしのまき市議会だより」で取上げた内容等についても詳しくご覧いただくこと
ができます。
　定例会や各委員会の会議録も検索できます。
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本会議・常任委員会LIVE中継（生中継）　　　

ＤＡＴＡ 市総人口：148,798人【男：72,370人 / 女：76,428人 / 世帯数：60,554世帯（平成27年12月31日現在）】
発行／石巻市議会　　編集／広報広聴委員会　〒986−8501 宮城県石巻市穀町14番１号　☎0225−95−5080� 印刷／㈱鈴木印刷所

日　　程 時　　間 内　　　　　容
２月16日（火） 午後　１時～ 本会議（開会、施政方針演説）
２月22日（月） 午前１０時～ 本会議（施政方針に対する質疑）
２月23日（火） 午前１０時～ 本会議（施政方針に対する質疑）
２月24日（水） 午前１０時～ 本会議（条例案等審議）
２月25日（木） 午前１０時～ 本会議（当初予算案審議）
２月26日（金） 午前１０時～ 本会議（追加議案審議）
３月１日（火） 午前１０時～ 総務企画委員会
３月２日（水） 午前１０時～ 環境教育委員会
３月３日（木） 午前１０時～ 保健福祉委員会
３月４日（金） 午前１０時～ 産業建設委員会
３月９日（水） 午前１０時～ 本会議（一般質問）
３月10日（木） 午前１０時～ 本会議（一般質問）
３月14日（月） 午前１０時～ 本会議（一般質問）
３月15日（火） 午前１０時～ 本会議（一般質問）
３月16日（水） 午前１０時～ 本会議（一般質問、委員長報告、追加議案審議、閉会）

※平成28年 第１回定例会のLIVE中継（生中継）の配信予定は次のとおりです。

視聴の仕方は、市議会ホームページの
　「石巻市議会LIVE中継（生中継）」 をご覧ください。

　寒中お見舞い申し上げます。
今年の冬は、暖冬と言われながらも、寒さはこれから
が本番です。体調管理には十分にお気をつけてくださ
い。
　さて、東日本大震災から５年がたとうとしておりま
す。本市復興計画の再生期から次なるステージの発展
期に向けて、市民の皆様と行政がスクラムを組んで復
興に取り組む重要な年になります。
　国からの復興交付金等の支援により、本市の財政規
模が超急増している中、本当に必要な事業、勇気をもっ
て緊縮に努めなければならない事業の選択が、未来永
劫に本市が輝き続ける試金石になります。今後も市民
の皆様の代弁者として、活動して参ります。
　市民の皆様から「いつも『議会だより』見ているよ。
楽しみにしているよ。頑張ってください。」と多くの
方々からお声をかけていただき、本当にうれしく思い
ます。その期待が私たち議員のエネルギーになってお
ります。
　今年一年が皆様にとりまして幸多き年になりますよ
う心からお祈り申し上げます。
　どうぞ、本年もよろしくお願いいたします。
� 広報広聴委員　髙橋　憲悦

編 集 後 記
表紙から

　18回目となった12月４日の議場コンサートには、
門脇中学校吹奏楽部に出演していただきました。
生徒さんたちは議場に入るのは初めてということ
で、最初は緊張した面持ちでしたが、本番が始ま
るとぴったりと息の合った演奏を披露してくれま
した。20分間という短い時間ではありましたが、「ふ
るさと」では聴衆の皆さんにも歌って参加してい
ただき、終了後は大きな拍手が沸きました。
　次回の議場コンサートは６月を予定しています。


